
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年２月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３那第２８号 

事故等種類 転覆 

発生日時 平成２５年５月２７日 ０９時３０分ごろ 

発生場所 沖縄県名護
な ご

市辺
へ

野
の

古
こ

漁港沖 

 辺野古漁港の東側の防波堤突端から真方位１３７°１,５２０ｍ付

近 

（概位 北緯２６°３０.４′ 東経１２８°０２.７′） 

事故等調査の経過  平成２５年５月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

小型兼用船 愛
あい

華
か

丸、０.９トン 

 ＯＮ３－０５５６８（漁船登録番号）、個人所有 

 第２９６－１１３５２号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機警報盤及びオーニングが脱落 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者３人を乗せ、野鳥の生態調

査の目的で航行中、辺野古漁港沖の岩場に野鳥が止まっていたので、

同乗者に撮影させるため、岩場に船首を向けて近づいて漂泊した。 

 本船は、辺野古漁港沖の岩場付近で漂泊していたところ、船尾方か

ら磯波を受けて上甲板に浸水したが、排水する前に次の磯波を受け、

平成２５年５月２７日０９時３０分ごろ、転覆し、船長及び同乗者全

員が海に投げ出された。 

 船長は、知人に救助を要請し、船長及び同乗者全員が救助され、本

船は、辺野古漁港にえい
．．

航された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南南東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期  

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

なし 

あり 

 本船は、辺野古漁港沖の岩場付近で漂泊中、船尾方から磯波を受け

たことから、転覆したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、辺野古漁港沖の岩場付近で漂泊中、船尾方から

磯波を受けたため、転覆したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え



 

られる。 

・磯波の発生状況などについて、確認を行うこと。 
 


